
19
日
、
新
年
度
予
算

案
が
県
議
会
に
提
案
さ

れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
は
、
総
額

６
０
０
３
億
３
４
０
０

万
円
で
２
０
０
９
年
６

月
補
正
後(

国
の
経
済
対

策
を
除
く)

と
比
較
し
て

３･

４
％
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。

景
気
の
低
迷
で
、
県

税
収
入
は
10･

４
％
減
と

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
分
を
国
の
地
方
財

政
対
策
に
よ
る
地
方
交

付
税
や
県
債
な
ど
の
増

で
対
応
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

関
心
の
高
い
分
野
に

つ
い
て
、
内
容
を
あ
げ

て
み
ま
す
。

■
景
気･

雇
用
対
策

国
の
公
共
事
業
は
抑

制
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
分
、
道
路
の
長
寿

命
化
な
ど
の
県
単
独
事

業
を
増
や
し
対
応
。
中

小
企
業
の
資
金
繰
り
対

策
の
融
資
事
業
の
う
ち
、

経
営
安
定
資
金
は
６
０

０
億
円
を
確
保
し
ま
し

た
。高

校
生
の
就
職
促
進

の
た
め
内
定
奨
励
金
を

活
用
し
た
事
業
主
に
、

実
績
が
認
め
ら
れ
れ
ば

採
用
奨
励
金
を
上
積
み

す
る
事
業
、
未
就
職
の

ま
ま
卒
業
の
生
徒
に
は
、

研
修
型
雇
用
事
業
で
就

職
活
動
を
支
援
す
る
な

ど
の
予
算
が
組
ま
れ
て

い
ま
す
。

■
子
育
て
支
援

基
金
活
用
し
た
保
育

所
の
緊
急
整
備
の
ほ
か
、

認
可
外
保
育
施
設
の
乳

児
や
待
機
児
童
の
受
け

入
れ
に
対
す
る
助
成
を

拡
充
し
ま
す
。

ま
た
、
ひ
と
り
親
家

庭
等
医
療
給
付
事
業
は
、

対
象
を
父
子
家
庭
に
も

広
げ
ま
す
。

■
農
林
水
産
業

意
欲
的
な
取
り
組
み

を
行
う
農
林
漁
業
者
等

に
対
す
る
自
由
度
の
高

い
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
型

支
援
と
し
て
、
農
林
水

産
業
創
意
工
夫
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
支
援
事
業
費
は
、

09
年
当
初
比
３
倍
の
６

億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

新
し
く
、
活
力
あ
る

園
芸
産
地
創
出
支
援
事

業
費
や
、
さ
く
ら
ん
ぼ

産
地
強
化
対
策
事
業
費

も
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま

す
。

■
教
育

少
人
数
学
級
編
成
は
、

中
学
２
年
の
実
施
と
中

３
の
一
部
ま
で
拡
充
す

る
予
算
で
、
段
階
的
に

推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

県
立
高
校
は
、
国
の

政
策
で
授
業
料
は
徴
収

さ
れ
ま
せ
ん
。

私
立
高
校
に
つ
い
て

は
、
学
校
へ
の
一
般
補

助
金
の
補
助
率
を
44
％

か
ら
45
・
５
％
に
引
き

上
げ
、
51
億
４
８
０
０

万
円
と
し
、
授
業
料
に

対
す
る
支
援
は
国
の
就

学
支
援
金
に
加
え
、
県

単
独
の
軽
減
補
助
を
行

い
ま
す
。
し
か
し
、
ほ

ぼ
授
業
料
無
償
と
な
る

私
立
高
校
生
は
、
２
５

０
万
円
以
下
の
低
所
得

世
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
そ
の
他

最
上
小
国
川
ダ
ム
建

設
に
つ
い
て
は
、
環
境

調
査
等
の
予
算(

２
億
１

２
０
０
万
円)

と
説
明
会

開
催
の
た
め
の
予
算
が

計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

２０１０年２月２８日 渡辺ゆり子活動報告

卒
業
シ
ー
ズ
ン
を
迎

え
ま
す
が
、
近
年
、
保

護
者
が
失
業
な
ど
で
授

業
料
を
滞
納
し
て
卒
業

で
き
な
い
生
徒
が
増
え

て
い
る
と
い
う
報
道
が

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

厚
労
省
は
12
日
、
今

春
卒
業
予
定
の
高
校
生

が
い
る
一
定
世
帯
に
授

業
料
を
貸
し
付
け
る
特

例
措
置
の
実
施
を
決
め
、

各
都
道
府
県
に
通
知
し

ま
し
た
。
各
自
治
体
の

社
会
福
祉
協
議
会
が
窓

口
と
な
る
生
活
福
祉
資

金
貸
付
制
度
で
対
応
し
、
対
象
は
、

低
所
得
世
帯
で
09
年
度
に
限
っ
た

特
例
措
置
で
す
。

日
本
共
産
党
は
、
国
会
で
高
校

教
育
無
償
化
の
早
期
実
施
を
求
め

る
と
と
も
に
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
の

授
業
料
減
免
や
緊
急
融
資
な
ど
を

求
め
て
き
ま
し
た
。
４
月
か
ら
は
、

公
立
高
校
の
授
業
料
徴
収
は
な
く

な
り
ま
す
。
政
権
を
交
代
さ
せ
た

国
民
の
声･

要
望
が
国
政
を
動
か
す

一
歩
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
私
立
高
校
生
を
は
じ

め
、
教
育
費
負
担
は
ま
だ
ま
だ
重

い
実
態
が
あ
り
ま
す
。
今
後
の
教

育
無
償
化
め
ざ
す
声
を
さ
ら
に
広

げ
、
施
策
を
前

進
さ
せ
て
い
き

た
い
。
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点

高校生の卒業支援に思う

16
日
、
山
形
県
社
会
保
障
推

進
協
議
会
が
、
県
に
対
し
社
会

保
障
充
実
を
求
め
る
要
請
を
行

い
、
懇
談
し
、
日
本
共
産
党
県

議
団
も
同
席
し
ま
し
た
。

要
請
は
、
介
護
、
医
療
、
少

子
化
対
策
、
生
活
保
護
、
年
金

問
題
な
ど
の
分
野
に
わ
た
り
、

参
加
者
か
ら
特
養
待
機
者
解
消

や
在
宅
酸
素
療
法
患
者
へ
の
助

成
な
ど
、
切
実
な
訴
え
が
相
次

ぎ
ま
し
た
。

県
の
川
越
政
之
助･

長
寿
社
会

課
長
が
要
請
書
を
受
け
取
り
、

各
担
当
職
員
が
対
応
し
ま
し
た
。

社
保
協
が
県
に
要
請

県議会２月定例会

特養待機者解消など求める参加者(左側)＝16日、県議会棟

県議会の日程

１日(月) 代表質問

２,３日(火､水) 一般質問

５,８日(金,月) 各常任委員会

９日(火) 各特別委員会

10日(水) 本会議(各常任委員長報告など)

11,12,15日(木,金,月) 予算特別委員会

16日(火) 本会議(予算特別委員長報告､採決)､

関係常任委員会

17日(水) 本会議(関係常任委員長報告､採決)､各委員会

18日(木） 本会議(委員会所属変更)､各委員会

共 産 党 県 議 団 は 、 所 属

す る 常 任 委 員 会 (5日 か

8日)と 特 別 委 員 会(9日)

で 質 問 し ま す 。

≪３月≫

日本共産党県議団は、この予算案と吉村知事の所信表明、第

３次総合計画などについて、県民の立場で検討し、議会審議や

要求実現につなげていきたいと考え、取り組んでいきます。


